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１９３２年（昭和７年１１月２１日）日本ヨット協会の設立  

昭和の初期から日本各地でセーリングが盛んになり、九州帝国大学ＯＢ会， 琵琶湖ヨット倶

楽部、神戸外人クラブ、横浜外人クラブ、東京商船学校ＯＢ会、 慶応三田ヨット倶楽部等々の

クラブが国内５メートルクラス艇、その他ヨットで活躍していた。特に慶応三田ヨット倶楽部は

昭和７年３月に本格的国際オリンピック規格の「スター級」を進水させている。 

これらの国内ヨットクラブの活動を統合して「日本ヨット協会」が設立された。 

「日本ヨット協会」が発足して、国内レースの振興とヨットマンの育成を目的として、１９１２

年英国人Ｃｏｃｋｓｈｏｔｔ設計の１２フィートディンギーの製造権を導入した。公認艇「国際

Ａ級１２フィートディンギー」の国内建造が始まった 

 

日本ヨット協会が導入した Ｃｏｃｋｓｈｏｔｔの１２フィートディンギーはどんな艇？ 

１９１２年英国「ＢＲＡ」（Ｂｏａｔ Ｒａｃｉｎｇ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ）が主催した、

「大型船に搭載でき」また、「クラブレースに使用できる」多目的艇の設計競争入札にＣｏｃｋ

ｓｈｏｔｔの１２フィートディンギーが優勝した。 英国では「ＢＲＡディンギー」とも呼ばれ

ている。 

ＬＯＡ：１２ｅｅｔ， ＬＢＰ：４ｆｅｅｔ/８ｉｎｃｈ， ＤＥＰ：１ｆｅｅｔ/８ｉｎｃｈ， 

Ｓａｉｌ-Ａｒｅａ：１００ｓｑｆｅｅｔ．外板クリンカー張りの木造小型 Ｓａｉｌｉｎｇ/

Ｒｏｗｉｎｇ・Ｄｉｎｇｈｙで、英国の多くのセーリングクラブで使用され、また、「１９２１

年 アントワープ・オリンピック」、「１９２８年 アムステルダム・オリンピック」で活躍した

名艇。 

日本、イタリー、オランダのディンギー協会が製造権を導入して、多数国内建造されている。ま

た、日本始め、欧州各国で１２フィートディンギーの大会が盛んに開催されている。 

  

最初に行われた Ｃｏｃｋｓｈｏｔｔ １２フィートディンギーの レース  

英国西部Ｍａｒｉｎｅ湖にある 名門「Ｗｅｓｔ Ｋｉｒｂｙ Ｓａｉｌｉｎｇ Ｃｌｕｂ」（Ｗ

ＫＳＣ）が １９１２年に６艇を建造、１９１３年１０月各地から１２セーリングクラブを集め、

最初のレースを開催した。レース方法は、１２クラブを先ず６クラブに絞り、更に３クラブに絞

って優勝争いをした。  

優勝は Ｃｏｃｋｓｈｏｔｔが自らスキッパーで活躍した Ｓｏｕｔｈ- 

ｐｏｒｔ Ｓａｉｌｉｎｇ Ｃｌｕｂで （ＷＫＳＣ）から純銀製の立派なカップが授与された。 

１００年後 Ｃｏｃｋｓｈｏｔｔ家から この純銀製のカップが寄贈され、欧州各地で  

「Ｃｏｃｋｓｈｏｔｔ Ｔｒｏｐｈｙ Ｒａｃｅ」が盛大に行われている。 

Ｃｏｃｋｓｈｏｔｔの１２フィートディンギーが 日本に導入された経緯  

１９３０年頃、日本ヨット界の父、小澤吉太郎氏が親しく師事していた商船学校校長 関谷健

哉先生から、１９２８年アムステルダム・オリンピックで活躍した、英国人Ｃｏｃｋｓｈｏｔｔ

の設計、１２フィートディンギーが取扱い易く、帆走性能も良く、価格もてごろなので、ヨット

マン育成の為、日本に導入したらとの指導を受け、日本ヨット協会を設立に際して、製造権を導



入、日本の公認レース艇として広く国内建造を進めた。  

 

Ａ級ディンギーの名前の由来は？ イタリー、オランダの名前は？  

１９３２年（昭和７年）日本ヨット協会が設立され、Ｃｏｃｋｓｈｏｔｔの１２フィートディン

ギーの製造権を導入した際、契約書、仕様書、工作図面の表題に 

（“Ａ” -Ｃｌａｓｓ Ｏｎｅ Ｄｅｓｉｇｎ Ｄｉｎｇｈｙ）と書かれていた。 この “Ａ” -

Ｃｌａｓｓをそのまま 「Ａ級 」と訳し、Ａ級ディンギーの愛称で呼ぶようになった。 

設計者 Ｃｏｃｋｓｈｏｔｔがつけた “Ａ” をそのまま使っているのは 日本だけ、 

同じように製造権を導入したイタリー、オランダの愛称、正式名は下記の通り。 

Ｃｏｃｋｓｈｏｔｔの命

名 

 “Ａ”-Ｃｌａｓｓ Ｏｎｅ Ｄｅｓｉ

ｇｎ Ｄｉｎｇｈｙ 

   愛称     正式名 

日本ヨット協会 Ａ級ディンギー 国際Ａ級１２フィートディンギー 

イタリー・ディンギー協会 １２Ｐディンギー Ｉｔａｒｉａｎａ Ｃｌａｓｓｅ Ｄ

ｉｎｇｈｙ １２Ｐ 

オランダ・ディンギー協会 12VTS ディンギー Ｎａｔｉｏｎａｌｅ １２ＶＴＳ Ｊ

ｏｌｌｅｎ Ｋｌａｓｓ 

 

 

１９３３年（昭和８年９月）第１回 全日本ヨット選手権大会  

日本ヨット協会が初めて ｛全日本ヨット選手権大会｝を 東京品川沖で開催した。 

競技種目は「Ａ級ディンギー」と、国内クラブが使用していた２枚帆スループ 

「国内５メートル級」で争われた。「Ａ級ディンギー」は同志社吉本善多氏が優勝、 

「国内５メートル級」は 三田ヨット倶楽部の「初風号」が優勝した。 

 

１９３３年（昭和８年１１月）  第１回 全日本学生ヨット選手権大会  

明治神宮体育大会（神宮大会）第７回大会に初めて「ヨット競技」が加えられた。  

「Ａ級ディンギー」の国内建造が進み、全国大学ヨット部の活動が盛んになって 

来たので、神宮大会ヨット競技として「第１回全日本学生ヨット選手権大会」が 

東京品川沖で開催された。この時代のセールには“Ａ”のマークは無く、  

物凄く大きい数字だけがつけられていた。 

慶応大学、 同志社、 大阪帝大、 九州帝大、 東京帝大、 早稲田大学  

名古医大、 関東学院が参加した、 慶応大学平松栄一組が優勝。 

 

１９３７年（昭和１２年６月） 関東学生ヨット連盟（関東学連）の発足  

「Ａ級ディンギー」関東インカレ出場校、 慶応大学、早稲田大学、東京大学、関東学院、 商船

学校の５校が集まり、関東学生ヨット連盟（関東学連）を発足させた。 

続いて、法政大学（昭和１２年）、日本大学（昭和１３年）、東京水産（昭和１３年）  

明治大学（昭和１８年）が加盟した。更に戦後になり、立教大学（昭和２２年） 

中央大学（昭和２４年）が関東学連に加盟、その後各大学のヨット部が続々誕生、 



関東学連に加盟が続いている。 

 

１９４０年（昭和１５年） 

横浜新山下町にオリンピック・ハーバーが完成した。 

支那事変の為、第１２回 オリンピック 東京大会の中止が決定した。 

 

１９４４年（昭和１９年） 

太平洋戦争の為すべてのヨットレースが中止になった。 

 

 

 

 

      太平洋戦争終戦後の Ａ級ディンギー  

 

１９４５年（昭和２０年８月）太平洋戦争終戦 米軍の進駐が始まった。  

多数のＡ級ディンギーが進駐軍のブルドザーで海に捨てられた 

８月、米軍の進駐が始まり、オリンピック・ハーバーを含む横浜山下町一帯が 

進駐軍に接収された。ヨットハーバーに収納されていた各大学のＡ級ディンギー多数が 米軍の

カマボコ兵舎群建設の為ブルドーザーで海に捨てられるのを当時関東学院ヨット部２年生だっ

た私はなすすべも無く茫然と見ていた。 

 

１９４６年（昭和２１年９月） 戦後初めてのヨットレース 東西学連対抗  

戦後の厳しい混乱時期にも拘わらず日本ヨット協会の動きは速かった。 

終戦の翌年９月には琵琶湖柳が崎にＡ級ディンギーを集め、東西学連対抗が行われた。 

終戦直後、まだ、東京、横浜が焼野原の時代であり、琵琶湖のレースの帰りに焼けていない京都

の街並みが嬉しく、四条通、烏丸通りなどを上り、下り、足が痛くなるまで歩いた記憶が懐かし

い 

 

１９４６年（昭和２１年１１月） 国民体育大会 ヨット競技の始まり 

１９４６年（昭和２１年） 第１回大会琵琶湖、大型観光船を浮かべ選手、役員、 

観衆多数が乗り、レースが行われた。 

１９４７年（昭和２２年） 第２回大会  石川県七尾湾 宿舎 和倉温泉 加賀屋。  

                    大会宿泊料金 250 円/日 

１９４８年（昭和２３年） 第３回大会  九州博多湾 志賀島。 Ａ級ディンギーと 

初めてスナイプが使用された。 

１９４９年（昭和２４年） 第４回大会  横浜オリンピック・ハーバー。 

１９５０年（昭和２５年） 第５回大会  愛知県 半田市。 

爾来 毎年各地持ち回りで 国民体育大会（國体）が開催されて来た。そして、 

今年、２０１５年（平成２７年）は 第７０回「紀の国わかやま国体」が開催される。 

 



国民体育大会から  Ａ級ディンギーが消えた  

１９６２年（昭和３７年） 第１６回 岡山県玉野渋川大会   

ＦＲＰ艇の採用が進み、 すべての国体ヨット競技種目からＡ級ディンギーが消えた。 

                  

インターカレッジから  Ａ級ディンギーが消えた  

１９７２年（昭和４７年） ４７０級がオリンピックに採用されたのを機会に、インター

カレッジも Ａ級ディンギーを４７０に替えることになった。   

 

Ａ級ディンギーの冬眠  

想えば、１９６２年 第１６回国体でＡ級ディンギーが消えてから２９年間、１９７２年

４７０採用でインターカレッジから消えてから２０年間、Ａ級ディンギーは大会も無く、た

だただ艇庫の裏で眠り続けていた。 

 

 

しかし Ａ級ディンギーは 不死鳥のように蘇った  

１９９１年（平成３年）クリンカーの波切り音を想いだしたＡ級ディンギーの仲間達が逗

子湾に Ａ級ディンギー７艇を集め 第１回 Ａ級大会を行った。そして、１９９４年（平成

６年）第４回大会で北海道、九州、琵琶湖、関東水域から１５クラブ、 １５艇、１６０人を

集め 初めて「全日本Ａ級選手権大会」を行った。 第５回琵琶湖、第６回八景島、第７回

津軽海峡を渡って函館と、艇数も選手も増え、家族、お友達も参加する「楽しい大会」とし

て成長し続けて２５年、２０１５年（平成２７年）には 第２５回 「全日本Ａ級ディンギー

選手権 西宮大会」が ４０クラブ、 ５７艇、 選手・家族・役員約４００人が参加して盛大

に開催された。        以上 

             

  

 

 

 

 

 

 

「Ａ級全日本」を 欧州に紹介した 「国際１２フィートディンギー協会」 

             日本 A級ディンギー協会  初代会長 白幡 寛 

 

International 12feet Dinghy Class Association とは？？？ 

「国際１２フィートディンギー協会」と訳し、 以下「国際協会」と記す。 

 

２００６年５月 イタリーPortofino 大会終了後、参加７か国の選手、役員が集まり、 

＊「１２フィートディンギーの普及、国際化を促進する」＊「各国１２フィートディンギーが 平

均した性能でレースをする」を決議事項として「国際協会」が発足した。  



 

「国際協会」から 日本１２フィートディンギー・レースのことを知りたいとの連絡が 

あり、「Ａ級全日本 ２００６年 江の島大会」のリポート、写真、ビデオを送ったが 

更に 「Ａ級全日本の歴史、生立ち」を知りたいとの要請があった。 

そこで、２００７年１月に 添付 「１２-feet Dinghy Race in Japan  」を作り、 

「A 級ディンギーの生立ちや名称」「４７０の採用で A 級ディンギーが冬眠に入った 

こと」「１９９１年 A級ディンギー７艇で 全日本が始まったこと」「帆走重量１４０kgの 

こと」「国際ルール適用のこと」等々を説明して、「国際協会」「イタリー・ディンギー協会」「オ

ランダ・ディンギー協会」に提出した。 

 

「国際協会」はホームページに、２００６年 から ２００９年までの「全日本Ａ級ディンギー選

手権大会」のリポート、成績、写真、を載せて、欧州１２フィートディンギー仲間に紹介してく

れた。今でも「JAPAN」ページを開くと「２００９年 全日本 A級ディンギー選手権 横浜大会」

の リポート、写真を見ることができ、また、「２００８年 葉山大会」には 三田 A 級ディンギ

ー倶楽部の奥さま達の写真が見られる。イタリー・ディンギー協会は２０１０年年鑑に「日本 A

級ディンギーの特集」を載せてくれている。 

「A級全日本」の長い歴史にくらべれば、わずか５－６年の短い間であったが、 

「日本 A級ディンギー協会」（JADA）発足間もない頃であり、欧州のディンギー 

仲間との交流がいろんな意味で参考になり、力になったことを懐かしく想いだしている。                                       


